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・「新しい生活」今年の夏は感染対策を
・非常用持ち出し袋に感染症対策グッズをプラスしましょう
・第５回九谷ぬり絵コンテストの作品を募集します
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▶着用で熱中症リスクが高くなることも
　環境省、厚生労働省によると屋外で人と十分
な距離（２ｍ以上）を確保できる場合には、マ
スクをはずすことが熱中症予防のポイントとさ
れています。
　また、マスクを着用しているときは、負荷の
かかる作業や運動を避け、周囲の人との距離を
十分にとった上で、適宜マスクをはずして休憩
することも大切です。

▶定期的な換気を忘れずに
ウイルスは高温多湿の環境下では感染力が弱ま
る可能性が考えられており、温度調節された室内
ではウイルスは衰えることなく感染力を持ってい
ることが予想されます。
　よって、熱中症予防としてエアコンを活用する
ことはとても重要ですが、適宜、換気することも
大切です。

７月 10 日、能美市内でメロンやトマト、葉菜類などを生産して
いる吉川農園から、「がんばれ」の文字入りメロン２個を能美市に
寄贈していただきました。このメロンは、吉川農園が昨年から本
格的に販売を開始した「文字入りメロン」の技術をいかして作っ
たものです。
　寄贈された「がんばれ」メロンは、能美市立病院に展示され、
病院に勤務する職員の大きな励みとなりました。

マスクの着用 エアコン使用時も換気を

　ご当地文字入りメロンで「がんばれ」

　今年の夏は、新型コロナウイルス感染防止対策をしながら過ごすことが大切です。マスクやエアコンと上手に
付き合い、夏を健康に乗り切りましょう。能美市消防本部では、熱中症発生の危険を伴う気温の上昇が予測され
る場合、防災行政無線による市内放送を実施しています。防災行政無線が放送された日は、特に注意してください。

　新型コロナウイスル感染症の国内感染
者は依然として発生しています。市民の
皆さまには、引き続きお１人おひとりが
「感染しない、広げない」とのしっかり
とした自覚を持ち、日常生活を過ごされ
るよう、ご協力をお願いいたします。

①身体的距離の確保
できるだけ２ｍ（最低１ｍ）

②マスクの着用 ③手洗い（30秒程度）

感染防止３つの基本

後列左から、奥村さん、ケイシーさん、石間さん、岡元さん
前列左から、有生さん、柴田さん、井出市長、稲垣さん、林さん

抱負を述べるケイシーさん

九谷焼フィギュア
新デザイン３体が登場

加賀丸いものＰＲ映像制作
金沢学院大学と連携しスタート

移住アンバサダー制度を創設しました
10人がアンバサダーに就任！

８月 11 日から施行される能美市九谷焼美
術館新名称を記念し、ウルトラマン、バルタン
星人、ブースカのフィギュア３体がさらにリア
リティのあるデザインとなり登場します。
　またそれに併せ、８月 15 日と 16 日に、
絵付け体験イベントを開催します。さらに、
８月 12 日から 23 日まで、市内九谷焼作家
による作品展も開催します。各催しの詳細は、
本紙 20～ 21ページに掲載しています。

　能美市の特産物のひとつである伝統野菜
「加賀丸いも」の販路拡大を図るため、市で
は、金沢学院大学と連携したＰＲ映像の制
作を開始しました。
　６月 24日、芸術学部の飯田栄治教授とゼ
ミの学生２名が来市し、農家のつる巻き作
業の撮影を行いました。ＰＲ映像は、今年
度末までに完成し、その後農家のみなさん
に商談会などで活用していただく予定です。

　移住定住施策の１つとして「能美市移住アンバサダー」制度を創設し、７月６日、委嘱状交付式が市
役所で行われました。式では、能美市へＵＩＪターンされ、地域のためにご尽力いただいている方 10
人（阿部乃里子さん、有生礼子さん、石間崇さん・絵美さん、稲垣舞さん、岡元豊さん、奥村源さん、
ケイシービーンさん、柴田有希佳さん、林葵さん※五十音順）に委嘱状が交付されました。
　アンバサダーの活動内容は、移住者が事前に知りたい情報の発信、移住後のフォローアップ、移住プ
ロモーションイベントへの参加などです。自身の経験を生かし、不安や疑問を感じる移住者に寄り添い
ます。委嘱期間は３年間です。
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撮影を行う金沢学院大学の教授と学生ら新デザインのフィギュア３体
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